
知之者不如好之者，好之者不如楽之者 （論語より） 
これを知る者は，これを好む者に如かず，これを好む者は，これを楽しむ者に如かず 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例年よりも早い桜の開花に、驚くばかりです。早いもので、4月に散り際の桜とともに着任してから 1

年が過ぎました。陽北中の素晴らしいところをたくさん見られたように思います。また、課題も見えて

きました。次年度には、課題解決にむけ、教職員一丸となって取り組みたいと、心はメラメラと燃えて

おります。ご期待ください。 

今年 1年は、この下にある「知好楽」をキーワードに進めてきました。先日WBCで優勝した侍ＪＡ

ＰＡＮの選手の皆さんは、何よりも野球を楽しんでいたように思います。少年のように喜ぶ姿に、見て

いる私たちも嬉しくなりました。選手の皆さんは、計り知れないほどの緊張やプレッシャーもあったと

思いますが、野球が好きで楽しんでいるからこそ実力が十分に発揮できたのだと感じました。楽しむこ

とが最強であることを証明しているようでした。ぜひ、生徒の皆さんも、力を入れたいことについて、

「知り、好きになり、それを楽しめる」ようになってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

３月１４日（火）の、卒業式の翌日に、1学年において「ふれあい文化教室」が行われました。これは、

日本の伝統的な楽器である「和太鼓」について知り、伝統文化の魅力を感じ取ることを目的として行わ

れたものです。講師の先生は「男体雷太鼓」の皆さまです。和太鼓についての講話の後、男体雷太鼓の

先生方の模範演奏を聴きました。心臓にぐんぐん響く太鼓の音の迫力に、圧倒されました。その後、実

際に演奏を体験しました。みんなで息を合わせて演奏する楽しさを味わいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

［校訓］ 聡く 強く 美しく 

そして、陽北中生としての誇りをもつ 
第１１号 

＜目指す生徒像＞ 

○ 自ら考え、主体的に学ぶ生徒 

○ 活気に満ちた、たくましい生徒 

○ 心豊かで、思いやりのある生徒 

 

   

校長だより 令和５年 ３月２３日 

宇都宮市立陽北中学校長 後藤知行 

井 久 

1学年ふれあい文化教室「和太鼓体験」 



 

 

 改修工事が終わった体育館が、大いに活用されています。1，2学年は、体育館で学年集会が行われ

ました。1学年は、学級委員ひとりひとりが委員となって感じたことや思いをみんなの前で話しました。

よく頑張った学級委員の皆さんには、大きな拍手が送られました。2学年は、学年朝会を開き、最上学

年になる心構えや、生活面においての気をつけてほしいことなど、生徒指導担当の北條先生から話があ

りました。また、体育館は、部活動においても、生徒の皆さんが活き活きとして活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月１３日（月）に卒業式が行われました。今年度は、卒業生と保護者の皆様、２学年が式場にて列

席しました。１学年は各教室でオンラインにより画面を通しての列席となりました。当日は、雨模様と

なってしまいましたが、卒業生の立派な姿はもちろんのこと、在校生の式に臨む姿も素晴らしく、とて

も良い卒業式でした。卒業生がそれぞれの道で、活躍することを期待するとともに応援しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

リニューアルされた体育館が活用されています 

 

令和４年度 第７６回卒業式 

 


